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【
釈
文
】 乍

恐
書
付
を
以
奉
願
上
候 

一 

當
町
弐
丁
目
上
組
両
側
百
姓
一
同
奉
申
上
候
、 

 
 

私
と
も
町
内
市
場
之
儀
、
追
々
疎
漏
ニ
罷
成
、 

 
 

流
見
セ
而
已
繁
栄
仕
候
付
、
先
年
藤
右
衛
門
殿 

 
 

御
役
中
願
上
候
處
、
御
聞
届
被
下
、
一
同
評
議
之
上
、 

 
 

町
々
印
杭
御
立
被
下
候
間
、
他
所
よ
り
参
候 

 
 

商
人
中
江
茂
其
旨
相
頼
、
一
町
限
見
せ
張 

 
 

取
極
候
、
然
所
、
近
頃
魚
商
人
殊
外
我
儘 

ニ
而
、
勝
手
次
第
上
市
之
節
茂
流
見
せ
張 

候
様
罷
成
、
上
組
之
者
共
難
渋
仕
候
ニ
付
、
市 

毎
ニ
罷
出
商
人
中
江
相
頼
候
得
ハ
、
一
同 

承
知
ヶ
成
ニ
、
市
之
儀
茂
繁
昌
可
仕
候
之
所
、 

町
内
ニ
住
居
罷
在
候
魚
商
人
、
兎
角
我 

意
申
募
候
間
、
外
商
人
之
差
障
ニ
も
罷
成
、 

追
々
議
定
違
変
ニ
可
罷
成
趣
、
左
候
得
者 

私
と
も
組
合
一
同
難
儀
仕
、
殊
ニ
町
内
衰
微 

之
基
と
歎
敷
奉
存
候
、
尤
右
之
趣
市
毎
ニ 

商
人
方
江
茂
懸
合
候
所
、
其
外
之
衆
中 

方
ニ
而
者
承
知
之
旨
ニ
御
座
候
得
共
、
魚
商
人 



四
町
目
百
姓
幸
右
衛
門
後
家
店
半
蔵 

一
人
、
別
而
強
性
申
募
、
我
儘
之
至
、
不
得 

止
事
弐
町
目
上
市
之
儀
者
相
断
候
仕
合 

御
座
候
、
如
此
相
乱
候
而
者
、
行
々
町
内
之 

難
渋
与
可
罷
成
候
間
、
何
卒
格
別
之
御 

勘
弁
之
以
取
極
候
御
議
定
被
仰
付
被
下 

候
様
、
弐
町
目
上
組
百
姓
一
同
奉
願
上
候
、 

右
願
之
通
御
聞
済
被
下
置
候
ハ
ゝ
、
難
有 

仕
合
奉
存
候
、
以
上 

文
政
九
年
戌
四
月 

新
兵
衛
㊞ 

幸 

蔵
㊞ 

㐂
兵
衛
㊞ 

文 

助
㊞ 

四
郎
右
衛
門
㊞ 

傳 

蔵
㊞ 

五
兵
衛
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亀 

吉
㊞ 

源 

助
㊞ 



茂 

介
㊞ 

由
右
衛
門
㊞ 

幸
次
郎
㊞ 

宗
左
衛
門
㊞ 

林 

司
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町 御
役
人
中
様 

 

【
読
み
下
し
文
】 

恐
れ
乍
ら
書
付
を
以
て
願
い
上
げ
奉
り
候 

一 

當
町
弐
丁
目
上
組
両
側
百
姓
一
同
申
し
上
げ
奉
り
候
、 

 
 

私
と
も
町
内
市
場
の
儀
、
追
々
疎
漏

そ

ろ

う

に
罷
り
成
り
、 

 
 

流
見
セ
〔
＝
店
〕
の
み
繁
栄
仕
り
候
（
に
）
付
、
先
年
藤
右
衛
門
殿 

 
 

御
役
中
（
に
）
願
い
上
げ
候
處
、
御
聞
き
届
け
下
さ
れ
、
一
同
評
議
の
上
、 

 
 

町
々
（
に
）
印
杭
御
立
て
下
さ
れ
候
間
、
他
所
よ
り
参
り
候 

 
 

商
人
中
へ
も
其
の
旨
相
い
頼
み
、
一
町
限
り
見
せ
張
り 

 
 

取
り
極
め
候
、
然
る
所
、
近
頃
魚
商
人
殊
の
外
我
儘 

に
て
、
勝
手
次
第
（
に
）
上
市
の
節
も
流
見
せ
張
り 

候
様
（
に
）
罷
り
成
り
、
上
組
の
者
ど
も
難
渋
仕
り
候
に
付
き
、
市 

毎
に
罷
り
出
る
商
人
中
へ
相
い
頼
み
候
え
ば
、
一
同 



承
知
が
成
る
に
、
市
の
儀
も
繁
昌
仕
る
べ
く
候
の
所
、 

町
内
に
住
居
罷
り
在
り
候
魚
商
人
、
兎
角
我
が 

意
（
を
）
申
し
募
り
候
間
、
外
商
人
の
差
し
障
り
に
も
罷
り
成
り
、 

追
々
議
定
違
変
に
罷
り
成
る
べ
き
趣
、
左
候
得
ば 

私
と
も
組
合
一
同
難
儀
仕
り
、
殊
に
町
内
衰
微 

の
基
と
歎
か
わ
敷
く
存
じ
奉
り
候
、
尤
も
右
の
趣
市
毎
に 

商
人
方
へ
も
懸
け
合
い
候
所
、
そ
の
外
の
衆
中 

方
に
て
は
承
知
の
旨
に
御
座
候
得
ど
も
、
魚
商
人 

四
町
目
百
姓
幸
右
衛
門
後
家
店
半
蔵 

一
人
、
別
て
強
性
申
し
募
り
、
我
儘
の
至
り
、
止
む
を
得
ず 

事
（
に
）
、
弐
町
目
上
市
の
儀
は
相
い
断
り
候
仕
合
せ
（
に
） 

御
座
候
、
か
く
の
如
く
相
い
乱
れ
候
て
は
、
行
々
町
内
の 

難
渋
と
罷
り
成
る
べ
く
候
間
、
何
卒
格
別
の
御 

勘
弁
の
取
り
極
め
（
を
）
以
て
候
御
議
定
仰
せ
付
け
ら
れ
下
さ
れ 

候
様
、
弐
町
目
上
組
百
姓
一
同
願
い
上
げ
奉
り
候
、 

右
願
の
通
り
御
聞
き
済
み
下
し
置
か
れ
候
は
ば
、
有
り
難
き 

仕
合
せ
（
と
）
存
じ
奉
り
候
、
以
上 

文
政
九
年
戌
四
月 

新
兵
衛
㊞ 



幸 

蔵
㊞ 

㐂
兵
衛
㊞ 

文 

助
㊞ 

四
郎
右
衛
門
㊞ 

傳 

蔵
㊞ 

五
兵
衛
㊞ 

亀 

吉
㊞ 

源 

助
㊞ 

茂 

介
㊞ 

由
右
衛
門
㊞ 

幸
次
郎
㊞ 

宗
左
衛
門
㊞ 

林 

司
㊞ 

 

町 御
役
人
中
様 

 

【
解
説
】 

 

今
年
も
年
の
瀬
が
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
桐
生
で
は
今
年
、
二
年
ぶ
り
に
ゑ
び
す

講
（
西
宮
神
社
の
恵
比
須
講
）
で
参
道
や
山
の
手
通
り
界
隈
に
夜
店
が
並
び
、
お

正
月
を
迎
え
る
気
持
ち
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ゑ
び
す
講
の
夜
店
と
い
え
ば
、



福
を
か
き
集
め
る
縁
起
物
の
「
熊
手
」
に
、
桐
生
の
ゑ
び
す
講
で
は
お
な
じ
み
の

「
お
宝
」
を
扱
う
店
。
勿
論
、
お
好
み
焼
き
や
た
い
焼
き
な
ど
の
飲
食
を
売
る
店

も
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
昔
は
俎
板

ま
な
い
た

や
桶
と
い
っ
た
家
庭
で
使
う
道
具
や
、
植
木
を

商
う
出
店
も
随
分
と
あ
っ
た
も
の
で
す
。 

こ
の
時
期
、
神
社
の
例
大
祭
で
参
道
に
出
店
が
立
ち
並
び
、
人
々
が
そ
こ
で
新

年
を
迎
え
る
た
め
の
品
物
を
買
い
求
め
る
姿
は
、
桐
生
の
ゑ
び
す
講
に
限
っ
た

話
で
は
な
く
、
十
一
月
の
酉
の
日
に
市

い
ち

が
立
つ
、
浅
草
の

鷲
お
お
と
り

神
社
の
酉
の
市
を

は
じ
め
、
日
本
各
地
で
の
年
の
瀬
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

一
昔
前
ま
で
は
、
十
一
月
の
声
を
聞
く
と
商
店
街
を
挙
げ
て
の
年
末
謝
恩
セ

ー
ル
な
ど
も
よ
く
見
る
光
景
で
し
た
が
、
こ
れ
な
ど
も
新
し
い
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
人
々
が
様
々
な
も
の
を
新
調
す
る
風
習
に
適
っ
た
も
の
で
し
た
。
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
支
払
い
や
分
割
・
ボ
ー
ナ
ス
払
い
と
い
っ
た
支
払
い
方

法
が
普
通
と
な
っ
た
今
日
で
は
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
現
金
で

の
決
済
が
基
本
だ
っ
た
当
時
、
十
一
月
に
購
入
し
た
品
物
の
支
払
い
は
、
十
二
月

の
大
晦
日
払
い
と
い
う
こ
と
も
普
通
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
盆
暮

ぼ
ん
く
れ

払
ば
ら

い
」
で
す
。 

人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
に
は
、
自
ず
と
そ
こ
に
は
商
い
を
す
る
人
々
が
や

っ
て
き
て
、
色
々
な
商
品
が
並
べ
ら
れ
た
店
先
で
は
、
売
り
買
い
の
声
が
飛
び
交

う
。
こ
れ
は
古
今
東
西
を
問
わ
な
い
市
の
姿
で
す
。
日
本
で
は
古
く
、
す
で
に
『
日



本
書
紀
』
に
七
世
紀
ご
ろ
の
市
の
存
在
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
な
ん
と
（
七

一
〇
）
大
き
な
平
城
京
」
で
お
な
じ
み
の
平
城
京
は
、
北
側
の
中
心
に
平
城
宮
が

置
か
れ
、
朱
雀
大
路
を
は
さ
ん
で
東
西
に
碁
盤
目
状
の
街
区
が
整
然
と
並
ぶ
都

で
す
が
、
そ
の
東
側
街
区
を
「
左
京
」
、
西
側
街
区
を
「
右
京
」
と
い
い
ま
す
。

そ
の
左
京
に
は
「
東
市
」
が
、
右
京
に
は
「
西
市
」
と
い
う
官
営
の
常
設
市
が
存

在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
市
を
管
轄
す
る
役
人
（
「

市

司

い
ち
の
つ
か
さ

」
）
が
常
駐
す
る
官
舎
や

「
肆
」・「
廛
」（
と
も
に
「
い
ち
く
ら
」
と
読
む
。
店
舗
の
こ
と
）
が
並
ぶ
店
舗

群
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
面
白
い
こ
と
に
、
こ
れ
が
官
営
の
市
だ
っ
た
か
ら

で
し
ょ
う
か
、
市
に
「
肆
」
を
設
営
す
る
の
は
国
家
の
役
目
で
し
た
。
平
城
京
や

そ
の
周
辺
で
暮
ら
す
人
々
は
、
官
人
・
私
人
を
問
わ
ず
、
こ
の
市
で
生
活
に
必
要

な
物
資
を
交
易
で
手
に
入
れ
て
い
た
の
で
す
。 

市
に
つ
い
て
は
大
宝
令
（
と
そ
れ
を
継
受
し
た
養
老
令
）
の
「
関
市
令

げ
ん
し
り
ょ
う

」
に
そ

の
細
か
な
規
制
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
く
つ
か
を
紹
介
す
る
と
、
市
は
毎
日
正

午
頃
に
始
ま
り
、
日
没
で
終
了
す
る
。
肆
ご
と
に
商
う
商
品
名
を
標
示
し
、
市
司

は
そ
の
商
品
の
価
値
を
三
等
（
上
・
中
・
下
の
三
等
）
に
分
け
、
十
日
ご
と
に
そ

れ
ぞ
れ
の
等
級
の
実
売
価
格
を
記
録
し
て
、
季
節
ご
と
に
上
級
官
司
で
あ
る

「
京

き
ょ
う

職
し
き

」
に
報
告
す
る
。
交
易
の
公
正
の
基
と
な
る
度
量
衡
（
度
は
「
物
差

も
の
さ
し

」・

量
は
「
ま
す
」・
衡
は
「
さ
お
秤

ば
か
り

」
）
は
、
毎
年
二
月
に
大
蔵
省
で
精
度
の
検
査

を
す
る
。
官
人
が
粗
悪
品
を
売
買
し
た
ら
官
職
を
解
任
さ
れ
、
寸
法
が
公
定
の
規

格
に
足
り
な
い
も
の
は
、
売
主
が
返
品
に
応
じ
る
こ
と
な
ど
な
ど
。
変
わ
っ
た
と



こ
ろ
で
は
、
市
で
商
い
を
す
る
と
き
は
男
女
が
並
ん
で
座
っ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
も
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

中
世
の
市
の
姿
と
言
え
ば
、『
一
遍

い
っ
ぺ
ん

上
人

し
ょ
う
に
ん

絵
伝

え

で

ん

』（
成
立
年
は
正
安
元
年[

一
二

九
九]

、
以
下
『
聖

ひ
じ
り

絵 え

』
と
す
る
）
巻
四
の
備
前

び

ぜ

ん

国
の
く
に

福
岡
市

ふ
く
お
か
の
い
ち

が
有
名
で
す
。
道

を
は
さ
む
形
に
板
葺
き
屋
根
の
掘
立
て
長
屋
が
五
棟
あ
り
、
下
駄
、
布
、
米
、
魚
、

鳥
、
壺
な
ど
が
商
わ
れ
、
そ
れ
を
求
め
る
人
々
が
品
定
め
を
し
て
い
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
が
、
市
の
裏
手
に
は
川
と
川
舟
か
ら
荷
を
降
ろ
そ
う
と
す
る
男

も
確
認
で
き
ま
す
。
実
は
平
城
宮
の
東
市
・
西
市
で
も
、
と
も
に
水
路
が
検
出
さ

れ
、
水
運
を
使
っ
て
荷
が
市
へ
と
運
び
込
ま
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
売
り
捌

さ
ば

く
た
め
の
大
量
の
物
資
の
運
送
に
は
、
牛
馬
に
よ
る
陸
送
よ
り
も
、

船
に
よ
る
ほ
う
が
効
率
的
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

ま
た
、『
聖
絵
』
巻
四
に
は
信
濃

し

な

の

国
の
く
に

佐
久
郡

さ

く

ぐ

ん

伴
野

と

も

の

市
の
い
ち

の
様
子
も
描
か
れ
て
い

ま
す
。
こ
ち
ら
も
道
を
は
さ
ん
で
六
棟
の
草
葺
き
屋
根
の
掘
立
て
長
屋
が
並
び

ま
す
が
、
そ
こ
に
は
商
い
を
す
る
人
や
市
に
買
い
物
に
や
っ
て
き
た
人
も
な
く
、

餌
を
あ
さ
る
烏
や
、
じ
ゃ
れ
合
う
犬
、
放
牧
さ
れ
た
牛
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
や
ら
こ
の
市
は
、
月
の
内
の
定
め
ら
れ
た
日
に
だ
け
開
か
れ
る
定
期
市
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
平
城
京
の
市
は
、
常
設
で
毎
日
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、『
聖

絵
』
が
描
く
市
は
、
月
に
数
度
の
定
期
市
の
様
。
こ
の
差
異
は
皇
宮
の
置
か
れ
た

宮
都
と
、
地
方
の
里
の
差
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
中
世
以
降
の
市
は
こ
の
定
期
市



（
月
に
三
回
開
か
れ
れ
ば
「
三
斎
市
」、
月
に
六
回
開
か
れ
れ
ば
「
六
斎
市
」
と

い
う
）
が
主
流
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。 

『
聖
絵
』
に
描
か
れ
た
よ
う
な
市
の
姿
を
具
体
的
に
う
か
が
わ
せ
る
遺
跡
も

発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
下
古
舘

し
も
ふ
る
だ
て

遺
跡
（
栃
木
県
下
野
市
）
で
は
、
南
北
約
四
八
〇

ｍ
、
東
西
約
一
六
〇
ｍ
の
範
囲
を
空
堀
で
囲
み
、
そ
の
中
心
を
「
う
し
み
ち
」
と

い
わ
れ
る
幅
一
〇
ｍ
前
後
の
道
路
が
南
北
に
走
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
（
う
し
み
ち
は
空
堀
を
土
橋
で
渡
る
形
と
な
っ
て
お
り
道
は
寸
断
さ
れ
て

い
な
い
）
。
そ
の
東
西
両
脇
に
は
、
方
形
を
基
本
と
し
た
小
区
画
が
い
く
つ
も
検

出
さ
れ
、
そ
の
小
区
画
内
に
は
柱
穴
（
掘
立
て
柱
建
物
や
そ
れ
ら
を
囲
む
柵
の
跡
）

や
方
形
竪
穴
遺
構
、
井
戸
が
多
数
発
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
板
碑

い

た

び

に
「
弘

安
四
年
（
一
二
八
一
）
年
二
月
」
の
紀
年
が
刻
ま
れ
た
も
の
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
遺
跡
の
上
限
は
一
三
世
紀
後
半
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

注
目
す
べ
き
点
は
、
建
物
ら
し
き
遺
構
や
井
戸
が
多
数
検
出
さ
れ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
住
居
跡
か
ら
出
土
す
る
べ
き
「
か
わ
ら
け
」
や
「
壺
」「
甕

か
め

」
と
い

っ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
一
方
で
中
国
製
の
白

磁
や
青
磁
の
破
片
、
瀬
戸
や
常
滑

と
こ
な
め

と
い
っ
た
他
所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
焼
物
の

破
片
、
鉄
鍋
や
漆
器
・
曲
物
、
銭
な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
遺
跡

内
の
中
央
部
に
は
一
段
高
い
、
約
二
十
二
ｍ
四
方
の
正
方
形
の
築
山
と
、
そ
の
頂

部
に
は
仏
堂
と
思
わ
れ
る
遺
構
が
あ
り
、
築
山
の
周
囲
は
広
場
の
様
な
空
間
と



さ
れ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
築
山
の
北
側
に
は
塚
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
下
古
舘
遺
跡
は
、
こ
の
仏
堂
を
中
心
と
し
た
法
会

ほ

う

え

や
、
そ
れ
と
か
か
わ
り

の
あ
る
祭
礼
の
際
に
だ
け
開
か
れ
た
、
定
期
市
の
遺
構
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
、
桐
生
新
町
の
市
事
情
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
桐
生

新
町
の
市
に
つ
い
て
は
、
第
七
回
・
九
回
に
登
場
し
た
新
居
甚
兵
衛
の
父
、
与
市

兵
衛
（
峯
章
）
が
書
き
残
し
た
『
桐
生

き
り
ゅ
う

絹
市

き
ぬ
い
ち

故
事

こ

じ

』（
明
和
年
間[

一
七
六
四
―
一

七
七
二]

成
立
）
と
い
う
史
料
に
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、 

市
の
起
源
は
、
桐
生
は
以
前
か
ら
酉
の
町
と
し
て
諸
国
よ
り
商
人
が
入

っ
て
き
て
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
天
満
宮
御
縁
日
の
二
月
二
十
五．
日

と
九
月
九．
日
に
ち
な
み
、
当
初
は
、
月
毎
の
五
と
九
の
つ
く
日
に
市
を
立

て
る
六
斎
市
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
近
隣
の
大
間
々
村
の
市
が

四
と
八
の
付
く
日
、
つ
ま
り
桐
生
の
市
日
の
前
日
に
立
て
ら
れ
た
こ
と
で
、

商
人
は
皆
大
間
々
の
市
へ
商
品
を
持
ち
込
み
、
大
間
々
の
市
が
繁
昌
し
た
。 

と
こ
ろ
が
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
十
二
月
十
四
日
、
絹
買
衆
（
織

物
を
買
い
求
め
る
商
人
）
が
揃
う
前
に
、
絹
を
売
り
込
ん
で
は
な
ら
な
い

と
い
う
取
り
決
め
を
破
り
、
広
沢
村
の
中
里
四
郎
兵
衛
が
先
に
絹
買
に
売

ろ
う
し
た
こ
と
で
、
大
間
々
の
市
を
仕
切
っ
て
い
た
星
野
武
左
衛
門
が
、

四
郎
兵
衛
の
絹
を
没
収
し
て
返
さ
な
い
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
こ
の
武



左
衛
門
の
押
領
な
る
振
舞
い
に
義
憤
を
感
じ
た
四
郎
兵
衛
の
兄
太
郎
兵

衛
と
新
居
藤
右
衛
門
が
、
大
間
々
の
市
が
繁
昌
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
そ

れ
は
、
絹
買
十
人
の
内
九
人
は
桐
生
か
ら
買
い
付
け
に
出
向
い
た
も
の
で
、

売
り
捌
か
れ
る
も
の
を
み
て
も
そ
の
六
七
割
は
桐
生
か
ら
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
だ
か
ら
、
む
し
ろ
桐
生
の
市
こ
そ
が
繁
昌
し
て
し
か
る
べ
き
だ
と

決
断
。
そ
こ
で
翌
春
の
吉
日
を
選
び
、
近
村
方
と
内
々
に
相
談
し
、
新
居

藤
右
衛
門
と
玉
上
甚
兵
衛
が
市
立
替
の
届
を
取
り
ま
と
め
、
周
辺
の
村
の

織
屋
や
買

か
い

次
つ
ぎ

（
市
で
絹
織
物
を
買
い
集
め
、
江
戸
の
店
や
諸
国
の
店
へ
転

売
す
る
商
人
）
た
ち
に
大
間
々
へ
の
出
市
を
止
め
、
桐
生
の
市
で
売
買
を

し
て
く
れ
る
よ
う
内
諾
を
得
て
、
諸
手
配
完
了
後
、
享
保
十
六
年
二
月
十

三
日
が
初
市
と
な
っ
た
。
こ
の
年
の
七
月
に
は
、
市
で
の
商
売
の
約
束
事

が
藤
右
衛
門
と
甚
兵
衛
の
連
名
で
出
さ
れ
、
見
世
賃
（
買
次
出
店
料
）
は
、

台
を
設
け
て
そ
の
上
に
登
っ
て
商
品
を
買
い
入
れ
る
場
合
は
二
十
四
文
、

平
買
（
路
地
に
蓆
を
敷
き
そ
こ
で
商
品
を
買
い
入
れ
る
場
合
）
は
十
二
文
、

競 せ

り
の
売
り
手
に
つ
い
て
は
は
見
世
賃
な
し
、
な
ど
が
取
り
決
め
ら
れ
た
。 

こ
の
藤
右
衛
門
ら
の
画
策
に
よ
り
、
桐
生
新
町
の
市
日
は
、
三
と
七
の
日
に
移

す
こ
と
に
成
功
し
、
各
丁
目
の
利
益
が
均
等
に
な
る
よ
う
に
、
三
日
は
三
丁
目
、

七
日
は
一
丁
目
、
十
三
日
は
五
丁
目
、
十
七
日
は
四
丁
目
、
二
十
三
日
は
二
丁
目
、

二
十
七
日
は
六
丁
目
と
順
番
に
市
を
立
て
て
、
大
い
に
繁
昌
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 



し
か
し
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
市
の
規
則
が
縷
々

る

る

乱
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
、

今
回
の
古
文
書
か
ら
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
文
書
は
、
桐
生
新

町
二
丁
目
上
組
両
側
百
姓
一
同
と
い
う
こ
と
で
、
書
上
林
司
（
差
出
人
の
一
番
最

後
の
人
物
）
ら
十
四
人
の
人
物
が
連
名
で
、
市
の
約
束
事
を
乱
す
四
丁
目
住
の
魚

商
人
半
蔵
に
対
し
て
、
議
定
（
決
ま
り
事
）
を
守
る
よ
う
町
役
人
か
ら
強
く
命
じ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
書
き
で
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
差
し
出
さ
れ

て
た
も
の
で
す
か
ら
、
先
の
市
日
立
替
の
年
か
ら
は
、
九
十
五
年
後
の
出
来
事
と

な
り
ま
す
。 

こ
こ
で
い
う
「
上
組
」
は
二
丁
目
が
市
を
立
て
る
日
の
世
話
人
の
こ
と
か
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
で
は
同
様
に
「
下
組
」
も
あ
っ
た
の
か
も
含
め
て
、
ほ
か
の
史
料

な
ど
か
ら
も
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。「
両
側
百
姓
」
と
い
う
の
は
、
桐
生
新

町
は
通
り
を
挟
ん
で
東
側
・
西
側
に
屋
敷
が
整
然
と
立
つ
町
並
み
で
し
た
の
で
、

二
丁
目
通
り
の
東
・
西
側
に
屋
敷
を
構
え
た
本
百
姓
と
い
う
こ
と
で
す
。
彼
ら
は
、

市
へ
見
世
（
店
）
を
開
い
て
商
い
す
る
者
か
ら
参
加
手
数
料
を
徴
収
す
る
な
ど
、

町
内
の
市
日
に
は
そ
の
行
事
（
世
話
）
役
を
務
め
て
い
た
の
で
す
。 

林
司
ら
は
二
丁
目
の
市
場
が
賑
わ
な
く
な
っ
た
理
由
と
し
て
、「
流
見
セ
（
流

見
世
「
な
が
れ
み
せ
」）
」
が
横
行
・
繁
栄
し
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
す
。
流
見
世

と
は
、
市
日
に
市
と
は
別
の
場
所
に
勝
手
に
見
世
を
開
い
て
商
い
を
す
る
商
売

人
の
こ
と
で
、
こ
れ
を
さ
れ
た
ら
、
本
来
な
ら
市
で
商
わ
れ
る
べ
き
商
品
が
他
所

で
売
ら
れ
、
買
い
物
を
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
が
市
へ
と
集
ま
ら
な
く
な
り
ま



す
。
つ
ま
り
こ
れ
で
は
、
市
の
繁
昌
も
ま
ま
な
ら
ず
、
市
の
出
店
か
ら
徴
収
で
き

る
金
も
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
か
ら
、「
町
内
衰
微
」
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
で
す
。

そ
こ
で
先
年
、
各
丁
目
の
市
行
事
一
同
評
議
の
上
、
町
境
に
目
印
と
な
る
杭
を
立

て
て
、
他
所
か
ら
く
る
商
人
た
ち
へ
も
、
市
が
開
か
れ
て
い
る
町
内
で
の
み
見
世

を
出
す
よ
う
取
り
決
め
た
と
い
う
の
で
す
。 

と
こ
ろ
が
、
近
年
、
魚
商
人
た
ち
が
こ
の
約
束
を
守
ら
ず
、
二
丁
目
の
上
市
の

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他
所
で
流
見
世
を
開
く
よ
う
に
な
り
、
上
組
と
し
て
は
困

り
は
て
、
各
丁
目
の
市
に
見
世
を
出
し
て
い
る
商
人
た
ち
に
頼
み
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
一
同
承
知
の
う
え
、
市
を
繁
昌
さ
せ
よ
う
と
な
っ
た
の
で
す
が
、
町
内
住
の

魚
商
人
は
ど
う
に
も
自
分
の
わ
が
ま
ま
を
通
そ
う
と
あ
れ
こ
れ
申
し
立
て
、
他

の
商
人
の
迷
惑
と
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
議
定
を
変
更
し
よ
う
な
ど
と
い

う
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
、
二
丁
目
上
組
と
し
て
は
難
儀
に
陥
り
、
嘆
か
わ
し
く
も

町
内
が
衰
微
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
、
と
訴
え
ま
す
。 

こ
の
こ
と
を
市
に
見
世
を
出
す
商
人
た
ち
へ
掛
け
合
っ
た
と
こ
ろ
、
大
方
の

者
は
承
知
し
て
く
れ
た
の
で
す
が
、
ひ
と
り
四
丁
目
の
魚
商
人
半
蔵
ば
か
り
は
、

無
理
を
言
っ
て
強
情
わ
が
ま
ま
な
限
り
で
、
止
む
を
得
ず
二
丁
目
の
上
市
に
は
、

見
世
を
出
さ
せ
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
決
め
事
の
乱
れ
を
許

し
て
は
、
こ
の
先
も
町
内
の
難
渋
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
か
ら
、
ど
う
か
取
り
決
め

た
議
定
を
守
る
よ
う
に
申
し
付
け
て
く
だ
さ
い
、
と
文
は
結
ば
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
流
見
世
の
横
行
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
華
美



な
も
の
が
好
ま
れ
た
文
化
・
文
政
年
間
は
、
桐
生
織
物
が
好
調
で
、
桐
生
新
町
と

そ
の
周
辺
の
村
の
織
屋
は
好
景
気
の
中
に
あ
り
、
織
屋
で
機
を
織
る
職
人
た
ち

や
、
買
次
の
下
で
働
く
奉
公
人
た
ち
の
数
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。
市
は

織
物
の
原
材
料
で
あ
る
生
糸
の
買
い
付
け
や
、
織
り
上
が
っ
た
反
物
を
商
う
ば

か
り
で
な
く
、
こ
う
し
た
人
々
が
、
必
要
と
す
る
生
活
物
資
を
入
手
す
る
場
で
も

あ
っ
た
わ
け
で
す
か
ら
、
増
加
し
た
人
口
（
需
要
）
に
対
し
、
そ
れ
に
見
合
う
だ

け
の
商
品
（
供
給
）
が
足
り
な
い
事
態
と
な
れ
ば
、
市
以
外
の
場
所
に
流
見
世
が

開
か
れ
て
し
ま
う
の
も
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
回
紹
介
し
た
古
文
書
に
書
か
れ
た
、
市
以
外
で
の
流
見
世
の
横
行
に
つ
い

て
は
、
す
で
に
文
政
五
年
十
一
月
の
廻
状

か
い
じ
ょ
う

に
確
認
で
き
ま
す
（『
桐
生
織
物
史
』

上
巻 

四
二
七
頁
）。 

そ
こ
で
も
や
は
り
、
杭
を
立
て
た
市
場
の
外
で
、
流
見
世
が
商
い
を
し
て
い
る

こ
と
、
特
に
生
糸
商
い
で
は
そ
れ
が
数
多
い
こ
と
か
ら
、
市
場
の
外
で
は
生
糸
を

扱
う
者
に
見
世
貸
し
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
こ
と
に
違
反
し

た
も
の
は
罰
金
と
し
て
三
貫
文
を
課
す
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
興
味
深

い
の
は
、
居
酒
屋
・
そ
ば
屋
・
茶
漬
屋
等
で
も
、
規
格
品
の
生
糸
を
売
買
し
て
い

る
も
の
が
い
る
と
聞
く
に
つ
け
、
度
々
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
ら
ぬ
旨
申
し
渡

し
て
き
た
が
、
今
に
至
っ
て
も
止
む
こ
と
が
な
い
、
よ
っ
て
今
後
は
こ
れ
を
禁
止

と
し
、
万
が
一
そ
れ
で
も
そ
れ
に
手
を
染
め
る
者
が
い
た
ら
、
や
は
り
罰
金
三
貫

文
を
課
す
と
、
町
役
人
か
ら
新
町
西
側
の
百
姓
ら
に
触
書

ふ
れ
が
き

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 


